
　

１
月
６
日
、
仙
北
市
消
防
出
初
式
が
開

催
さ
れ
、
市
消
防
団
員
に
よ
る
分
列
行
進

と
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

分
列
行
進
は
角
館
地
域
で
行
わ
れ
、
武

家
屋
敷
の
岩
橋
家
前
に
消
防
団
員
た
ち
は

集
合
。
市
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
ま
で
を
力

強
く
行
進
し
ま
し
た
。
沿
道
で
は
、
行
進

を
楽
し
み
に
し
て
い
た
市
民
や
観
光
客
な

ど
が
声
援
を
送
っ
た
り
、
写
真
を
撮
っ
た

り
す
る
光
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

市
役
所
角
館
庁
舎
前
で
は
各
分
団
の
観
閲

と
餅
ま
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

仙
北
市
民
会
館
で
行
わ
れ
た
式
典
で

は
、
門
脇
光
浩
市
長
が
「
今
年
の
冬
は
雪

が
少
な
い
が
、
予
測
で
き
な
い
自
然
災
害

今
年
の
受
章
者
は
次
の
方
々
で
す
。

（
階
級
・
敬
称
略
）

【
有
功
章
】

▼
柳
屋
幸
一
（
第
１
分
団
）
▼
小
西

芳
雄（
第
２
分
団
）　

▼
津
嶋
重
利（
第

４
分
団
）　

▼
猪
本
一
（
第
５
分
団
）

▼
佐
藤
大
（
第
７
分
団
）　

▼
新
山
仁

（
第
７
分
団
）　

▼
永
山
明
（
第
９
分

団
）

【
永
年
勤
続
功
労
章
（
40
年
以
上
勤

続
）】

▼
油
谷
重
和
（
第
３
分
団
）

【
永
年
勤
続
章
（
35
年
以
上
勤
続
）】

▼
佐
藤
一
（
第
６
分
団
） 

▼
相
馬
己

千
夫
（
第
８
分
団
）

【
永
年
勤
続
章
（
30
年
以
上
勤
続
）】

▼
千
田
薫
（
第
１
分
団
）　

▼
地
主
昭

仁（
第
２
分
団
）　

▼
千
葉
喜
久
夫（
第

２
分
団
）　

▼
伊
藤
一
美（
第
３
分
団
）

▼
藤
村
治
彦
（
第
４
分
団
）　

▼
藤
井

行
忠（
第
４
分
団
）　

▼
武
藤
良
浩（
第

６
分
団
）　

▼
小
木
田
克
博
（
第
９
分

団
）　

▼
千
葉
盛
一
（
第
９
分
団
）　

▼
藤
本
政
則
（
第
10
分
団
）

【
永
年
勤
続
章
（
25
年
以
上
勤
続
）】

▼
髙
橋
信
悦
（
第
３
分
団
）　

▼
佐
々

木
隆
志
（
第
３
分
団
）　

▼
小
田
島
剛

（
第
４
分
団
）　

▼
若
島
弘
明
（
第
７

分
団
）　

▼
林
崎
正
紀
（
第
９
分
団
）

▼
戸
澤
広
昭
（
第
10
分
団
）

【
永
年
勤
続
章
（
20
年
以
上
勤
続
）】

▼
羽
川
信
行
（
第
１
分
団
）　

▼
髙
階

貴
与
士
（
第
１
分
団
）　

▼
畠
山
弘
美

（
第
３
分
団
）　

▼
大
石
隆
幸
（
第
４

分
団
）　

▼
浅
利
寿
博
（
第
６
分
団
）

▼
小
林
貞
夫
（
第
６
分
団
）　

▼
山
本

茂
（
第
７
分
団
）　

▼
佐
藤
豊
紀
（
第

８
分
団
）　

▼
髙
村
賢
一（
第
８
分
団
）

▼
高
橋
広
喜
（
第
８
分
団
）　

▼
阿
部

慶
之（
第
９
分
団
）　

▼
村
田
英
樹（
第

９
分
団
）　

▼
赤
坂
芳
生（
第
10
分
団
）

【
永
年
勤
続
特
別
功
労
章
（
41
年
以
上

勤
続
）】

▼
草
彅
良
孝
（
第
８
分
団
）　

▼
鈴
木

清
美
（
第
８
分
団
）　

▼
佐
藤
健
（
第

８
分
団
）

【
功
労
章
（
26
年
以
上
勤
務
で
階
級
が

班
長
以
上
）】

▼
山
手
昭
治
（
第
２
分
団
）
▼
佐
藤

俊
美（
第
４
分
団
）　

▼
藤
原
利
彦（
第

４
分
団
）　

▼
赤
倉
充
（
第
５
分
団
）

▼
佐
藤
一
美
（
第
５
分
団
）
▼
若
松

金
男（
第
６
分
団
）　

▼
中
村
和
好（
第

６
分
団
）　

▼
新
山
博
毅（
第
７
分
団
）

▼
仙
波
覚
（
第
10
分
団
）

【
功
績
章
（
15
年
以
上
勤
務
）】

▼
佐
藤
大
志
（
第
１
分
団
）
▼
櫻
田

大
介（
第
１
分
団
）　

▼
田
口
芳
憲（
第

２
分
団
）　

▼
佐
藤
善
仁（
第
３
分
団
）

▼
下
田
誠
（
第
４
分
団
）
▼
津
嶋
直

樹
（
第
４
分
団
）　

▼
髙
橋
清
人
（
第

８
分
団
）　

▼
雲
雀
明
徳（
第
８
分
団
）

▼
原
秀
彦
（
第
８
分
団
）　

▼
渡
邉
文

雄
（
第
８
分
団
）　

▼
菅
原
和
欣
（
第

８
分
団
）　

▼
藤
元
誠
（
第
８
分
団
）

▼
髙
橋
宏
美
（
第
８
分
団
）

【
無
火
災
分
団
】

▼
第
１
分
団
（
２
年
間
無
火
災
）　

▼

第
５
分
団
（
２
年
間
無
火
災
）　

▼
第

２
分
団
（
１
年
間
無
火
災
）　

▼
第
３

分
団
（
１
年
間
無
火
災
）　

▼
第
８
分

団
（
１
年
間
無
火
災
）　

▼
第
10
分
団

（
１
年
間
無
火
災
）

【
優
良
分
団
】

▼
第
４
分
団
（
支
部
訓
練
大
会
３
位
）

▼
第
８
分
団
（
市
訓
練
大
会
準
優
勝
）

【
感
謝
状
】

▼
齋
藤
良
弘　

▼
鈴
木
正
彦　

▼
大

澤
博
公　

▼
田
中
昭
男　

▼
鈴
木
靖

夫　

▼
田
中
智
代
美　

▼
本
庄
護　

▼
鈴
木
石
男　

▼
鈴
木
英
二　

▼
鈴

木
幹
一

【
消
防
団
員
家
族
表
彰
（
現
職
消
防
団

員
３
名
以
上
を
有
す
る
家
族
）】

▼
松
橋
広
・
松
橋
佑
・
松
橋
毅
（
第

１
分
団
）　

▼
小
西
芳
雄
・
小
西
亮
太
・

小
西
晃
裕
（
第
２
分
団
）

【
勤
続
章
（
10
年
以
上
勤
続
）】

▼
稲
葉
聡
（
第
１
分
団
）　

▼
平
岡
透

（
第
２
分
団
）　

▼
鈴
木
隆
二
（
第
３

分
団
）　

▼
鈴
木
康
規
（
第
３
分
団
）

▼
髙
𣘺
将
（
第
４
分
団
）　

▼
田
口
茂

春
（
第
４
分
団
）　

▼
嶋
村
裕
太
（
第

５
分
団
）　

▼
櫻
田
優
（
第
５
分
団
）

▼
藺
藤
正
義
（
第
５
分
団
）　

▼
門
脇

光
助（
第
５
分
団
）　

▼
野
口
洋
介（
第

６
分
団
）　

▼
戸
嶋
大
輔（
第
７
分
団
）

▼
髙
橋
和
彦
（
第
８
分
団
）　

▼
鎌
田

徹
（
第
８
分
団
）　

▼
佐
藤
満
弘
（
第

８
分
団
）　

▼
山
形
文
太（
第
９
分
団
）

▼
黒
澤
武
彦
（
第
10
分
団
）

【
精
勤
章
（
７
年
以
上
勤
続
）】

▼
西
宮
三
春
（
本
部
）　

▼
齋
藤
美
香

（
本
部
）　

▼
橋
本
由
佳
乃
（
本
部
）　

▼
大
石
友
子（
本
部
）　

▼
松
橋
佑（
第

１
分
団
）　

▼
御
崎
春
彦
（
第
３
分

団
）
▼
地
主
貴
尋
（
第
３
分
団
）　

▼

戸
村
広
平
（
第
３
分
団
）　

▼
佐
々
木

信
（
第
３
分
団
）　

▼
倉
橋
薫
（
第
３

分
団
）
▼
藤
川
英
記
（
第
４
分
団
）　

▼
齊
藤
弥
稔
（
第
４
分
団
）　

▼
佐
藤

真
也
（
第
４
分
団
）　

▼
西
宮
賢
（
第

５
分
団
）
▼
齋
藤
宗
徳
（
第
５
分
団
）

▼
浅
利
学
人
（
第
６
分
団
）　

▼
内
藤

一
己（
第
７
分
団
）　

▼
菊
地
正
幸（
第

７
分
団
）
▼
鈴
木
恵
（
第
７
分
団
）　

▼
加
賀
谷
克
（
第
７
分
団
）　

▼
千
葉

崇
（
第
８
分
団
）　

▼
林
崎
智
美
（
第

９
分
団
）　

▼
千
葉
博
信（
第
９
分
団
）

▼
伊
藤
満
（
第
９
分
団
）　

▼
本
田
翔

平（
第
10
分
団
）　

▼
黒
澤
賢
太
郎（
第

10
分
団
）

【
精
績
章
（
３
年
以
上
勤
続
）】

▼
野
村
正（
本
部
）　

▼
藤
村
香
織（
本

部
）　

▼
西
宮
奈
々
子
（
本
部
）　

▼

戸
掘
千
夏（
本
部
）　

▼
柴
田
翔
平（
第

４
分
団
）　

▼
平
岡
衛
（
第
４
分
団
）

▼
遠
藤
昭
人
（
第
４
分
団
）　

▼
佐
々

木
秀
暢
（
第
４
分
団
）　

▼
草
彅
信
人

（
第
４
分
団
）　

▼
佐
藤
慶
祐
（
第
５

分
団
）　

▼
若
松
直
樹
（
第
６
分
団
）

▼
嶋
貫
敦
（
第
７
分
団
）　

▼
荒
川
光

典
（
第
７
分
団
）　

▼
佐
藤
雄
哉
（
第

７
分
団
）　

▼
津
嶋
稔
（
第
８
分
団
）

▼
古
郡
力
（
第
８
分
団
）　

▼
辻
和
希

（
第
９
分
団
）　

▼
山
田
勝
弘
（
第
９

分
団
）　

▼
鈴
木
貴
也
（
第
９
分
団
）

日頃のご尽力に対し、各章の表彰が行われ
ました。

仙
北
市
消
防
出
初
式

新入団員の紹介も行われました。登壇して敬礼
する団員。

秋
田
県
知
事
表
彰

仙
北
市
長
表
彰

秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰

大
仙
仙
北
美
郷
支
部
長
表
彰

仙
北
市
消
防
団
長
表
彰

が
起
こ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
市
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
年
始
め
に
新

た
な
決
意
を
も
っ
て
活
動
に
精
進
し
て
ほ

し
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て

佐
々
木
久
悦
仙
北
市
消
防
団
長
が
「
地
域

防
災
の
中
核
と
さ
れ
る
消
防
団
の
注
目
度

は
高
ま
っ
て
い
る
。
安
全
安
心
の
た
め
に

活
動
す
る
一
員
と
し
て
、
市
民
に
奉
仕
す

る
こ
と
を
誓
う
」
と
訓
示
し
ま
し
た
。

式
辞
を
述
べ
る
門
脇
市
長
。

市役所角館庁舎前で行われた餅まき。集まった子どもたちは大喜びでした。
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